
【本校 SSH におけるサステナビリティ】 

鹿児島県立国分高等学校 

1 本校の研究課題とサステナビリティ 

 本校の研究課題は「霧島から世界へ サステナビリティの視座を持った科学系人材育成プログラムの

研究開発」である。「サステナビリティ」を研究課題に盛り込んだのは，これからの持続可能な社会を構

築していく上で欠かせない概念であり，その持続可能な社会の構築には科学系人材の養成が必須である

ことがあげられる。同時に，これからの科学系人材には，有限性を前提とした地球環境，社会経済シス

テム，人間社会における人権意識の 3 つの側面を認識した上での研究活動ができる人材が必要と考え，

グローバル，ローカルの両面において持続可能な社会の構築に貢献する人材を育成することに繋げる必

要がある。 

 現在，「サステナビリティ学」の創生が進んでおり，科学系人材を養成する上で最先端を進むこの学問

分野のスキルを獲得することは，これまでの科学で解決することが困難となった複雑化する現在の諸課

題に向き合うことに対して大いに有効であると考えられ，その入口となる基礎的なスキルを高等学校段

階で学ぶ意義は十分にあり，将来的に社会に有為な人材を輩出する責務を果たすことにも繋がる。 

 これらのことから，サステナビリティ学の要素を本校 SSH の研究課題に取り入れ，その創生に携わ

る高等教育機関及び研究機関との連携を構築し，それを起点として課題研究をはじめとした全校体制の

教育活動に波及させることを目指す。また，「課題先進国」ともいわれる日本において，地方はそのフロ

ントランナーの立場にあり，サステナビリティ学の要素は本校も立地する地方においてこそ先行して取

り入れられなければならない。その意味においても，本校 SSH においてサステナビリティに着目する

価値は非常に高いと考えられる。 

 

2 「サステナビリティ学」への理解 

 「サステナビリティ学」は地球環境と人類社会の持続可能性への展望を示す課題に果敢に挑戦しよう

とする学問である。日本では東京大学を中心にサステナビリティ学の体系化が目指されている。そこで

は，複雑な問題を俯瞰的にとらえ，長期にわたる問題解決へのビジョンを解決するための知識と行動の

構造化が提唱されている。述べられている要点をまとめると次のようになる。 

⑴ 人為起源による地球規模の環境問題の解決は困難である 

⇒ 国境を越えて広がる問題であり，問題解決への道筋は複雑である 

⑵ 技術イノベーションと社会変革を深く関連付け，両者の発展を目指す「共進化」こそが，地球持続

性に繋がる 

 ⇒ 大前提として知識そのもののイノベーションが必要であり，既存の学術体系に限界がある 

⑶ 「知識の構造化」と「行動の構造化」の必要性 

 ① 知識の構造化…研究成果の体系化から新たな統合化された知識を生み出す 

 ② 行動の構造化…世界での取組事例を分析し，抽出した単位行動を組み合わせて新しい行動を状況

に合わせて組み合わせ，新しい行動を設計するためのシステムを構築する 

⑷ 「知識循環プロセス」の構築 

 ⇒ 知識を社会に普及することで，構成や行動の設計が妥当であるかどうかを検証する 

⑸ 2050 年までの未来をフォアキャストとバックキャスティングから分析する 

 



3 サステナビリティに関する高等教育機関等との連携構築 

 現在，「サステナビリティ学」創生を進める中心的な役割を担う高等教育機関・研究機関との連携を構

築し，最先端の動向を学ぶ機会を確保している。連携先の中心として東京大学未来ビジョン研究センタ

ー及び東京大学総長室総括プロジェクト機構「プラチナ社会」総括寄付講座に依頼し，SSH の目的に資

する形で東京大学と連絡をとりながら学びの場を企画・設定してきた。 

年度ごとに本校対象のワークショップを開催するとともに，課題研究活動初期における本校 1 年生の

課題研究発表に対する指導・助言等を依頼している。また，本校の目的とする生徒の課題研究に関する

スキルの早期取得・向上及び教職員の指導スキルの早期取得・向上を図り，サステナビリティに関する

最新の研究動向や研究手法を学ぶ。さらに，ワークショップで得た知識を基に実際の社会で実践的なプ

ログラムを組み，そこで学んだ成果を踏まえたワークショップを再び東京大学で実施するなど，発展的

なプログラムを設定している。また，東京大学を通してサステナビリティに関連する様々な研究機関・

企業等と接触する機会を得て，サステナビリティに関する知識を高いレベルで学んでいる。SSH 指定後

にこのような機会があった例としてまとめると以下のとおりである。 

［舞鶴最先端サイエンス研修］ 

 

鹿児島県立国分高等学校                  東京大学未来ビジョン研究センター 

                             東京大学「プラチナ社会」講座 

 

 

低炭素社会戦略センター   プラチナ構想ネットワーク   イオン環境財団 

  

4 本校 SSH における「サステナビリティの視座」の普及 

 「サステナビリティの視座」獲得に向けた起点となる学習は前述のとおりである。高等教育機関等と

の連携で身に付けたスキルを理解し，それを普及・拡大させるための取り組みを進めている。その柱と

なるのが協働的課題研究をはじめとした課題研究に関する取り組みである。2 年次のサイエンスリサー

チ（SR）・キャリアリサーチ（CR）における取り組みを中心に，1 年次での舞鶴最先端サイエンス研修

を通して獲得したスキルを持つ生徒を核として，他の生徒への普及・拡大を図る。また，教職員の指導

スキルにおいても同様であり，職員研修等や指導実践の機会を通して普及・拡大を図る。スキルの向上

学習機会

の提供 

課題研究発表・WS 参加 

課題研究への指導・助言 

サステナビリティに関するス

キルの提供（WS・他） 



についても課題研究活動をはじめとした校内外での学習を通して，より幅広い分野から思考する機会を

増やすことで向上の幅を拡大することに努めている。 

3 年次のサステナビリティサイエンス（SS）において，生徒個人としては論文の作成を通してサステ

ナビリティに関する理解を深めるとともに，他の生徒と文理の枠及び研究分野の枠を越えてサステナビ

リティに関するテーマを軸としたワールドカフェ方式の議論を行い，互いに身に付けたスキルを活動を

通して提供し合う。このことで，サステナビリティの視座を身に付けることをより確かなものとし，研

究分野のみでは解決が難しい課題について，多くの分野に携わる生徒が共に向き合うことで解決策が生

まれる経験を積むことを狙いとする。教職員はこのプログラムでファシリテーターを務め，身に付けた

指導スキルを高める実践を行うことに努める。 

以上のように，本校の SSH では高等学校段階からサステナビリティの視座を獲得するカリキュラム

編制を行い，地球環境，社会経済システム，人間社会における人権意識に幅広く目を向けながら研究に

取り組む科学系人材の育成が行われることで，持続可能な社会を構築するための有為な人材を輩出する

ことを目指している。その理想としては，以下に掲載してある資料（菊池康紀准教授，東京大学）にあ

るように，様々な分野で持続可能な社会の構築を目指す活動が行われる中で，地域・日本または世界の

それぞれの場あるいはその全体の柱・中核となり得る科学系人材を育てることである。 

 

技術の社会実装トライアル/A trial of technology implementation 

http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/YKikuchiLab/ 
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